
 

 

 

 

  

翻訳（論）をめぐって 
 

かつて英⇔日翻訳は、職業として成り立っていたようです。今でも翻訳家志望の学生はいます。

しかし 30 年近く前から翻訳ソフトが速度で人間を圧倒し、現在は人工知能を駆使した DeepL が無

料で高精度の翻訳を提供しています。今の大学における翻訳の講義は何を目指すべきか、私なりの

実践をご紹介したいと思います。 

 

6 月 27 日（火） 13:30～15:00 

 

講 師                                                 

米山 雅浩 

名古屋学院大学外国語学部教授。 

専門は近現代のアメリカを中心とした西洋文学。明治～昭和の日本文学にも関心が深い。 

担当科目は英語翻訳入門、外国文化論、英米文学概論２など。 

 

講義の対象                                             

興味のある方ならどなたでも 

 

定 員                     受講料                          

１５名                     １，０００円 

 

 

講座№

2304 全 1 回 


